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場  所 三沢市役所 別館４階 第一研修室 

出 席 者 

会 長 小渡 章好 副会長 冨田 哲 委 員 浪岡 貞蔵 

委 員 田中 力 委 員 田中 一博 委 員 目時 晃 

委 員 中西 敬悦 委 員 沼山 明 監 事 宮崎 倫子 

監 事 橘 イト（代理）     

事務局 
三沢市：山本課長、岡部課長補佐、岩織係長、川嶋主事 

千代田コンサルタント：松浦、川崎、瀬戸口 

会議次第 

１ 開  会 

２ 会長挨拶 

３ 議  事 

［協議事項］ 

  八戸～三沢空港線の経路等の変更について 

［報告事項］ 

  （１）平成２６年度事業報告 

  （２）北部地区及び前平地区住民アンケート調査結果 

  （３）地域公共交通網形成に係る基礎情報の整理結果 

  （４）その他 

４ 閉  会 

会議の経過及び審議結果（概要） 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議事 

 

（協議事項） 

【八戸～三沢空港線の経路等の変更について】 

十和田観光電鉄田中委員から協議資料：八戸～三沢空港線の経路等の変更について説明。 

＜主な意見＞ 

（小渡会長） 

 ・八戸～三沢空港線のこれまでの輸送実績を踏まえると、現状運賃から何％位増えると赤字部

分を補えるのか。 

（田中委員） 

 ・現乗車人員から換算すると、現運賃＋１０％を負担頂ければ会社で負担している赤字分の半



分程度は補填できると考えている。また、今回の経路変更により輸送人員増加にも繋がれば

と考えている。 

（小渡会長） 

 ・最も乗車数が多いのは、やはり八戸八日町であるのか。 

（田中委員） 

 ・その通りである。一部、三沢空港から三沢駅間での利用も多いように思われる。 

 ・起点である八戸八日町からの利用がある程度多いため、今回の経路変更に伴う運賃見直し額

は 10％程度に留めることができている。経路変更により、本八戸駅前や八戸八日町の利用者

が増加すれば、より赤字部分を補填することができると考えている。 

（小渡会長） 

 ・飛行機が遅れた場合にバスは待つことができるのか。 

（田中委員） 

 ・次の運行に差し支えない範囲であれば待つのは可能である。 

 

一同了承 

 

（報告事項） 

【（１）平成２６年度事業報告】 

事務局から報告資料１を説明 

 

＜主な意見＞ 

（小渡会長） 

 ・11ページにある乗合バスの死角体験というのはだれにとってのどういう死角があるというも

のか。 

（田中委員） 

 ・児童に運転手席に座ってもらい、運転手の目線で、バス前方にコーンを置きコーンが見えな

くなる手前部分が死角だという説明をした。 

（小渡会長） 

 ・運転手は危険な箇所等が全て見えていると子どもは思っているかもしれない。 

（田中委員） 

 ・そうかもしれない。このような体験を通じながら、子どもたちは学んでいるようだった。 

（小渡会長） 

 ・11ページにある車いすスロープ体験というのは車いすの方もバスに乗れるということか。 

（田中委員） 

 ・基本的には車いすに乗ったまま乗車できる。 

（小渡会長） 

 ・千代田コンサルタントから何かコメントはあるか。 

（千代田コンサルタント） 

 ・中央公園まつり・まんぷく祭とのタイアップで参加できたことはよい効果であったといえる。



また、バス乗車体験プログラムでは乗車希望者が多く増便もさせて頂いたことから非常に良

かったといえる。 

（小渡会長） 

 ・資料の写真から、非常に楽しい様子が伝わってくる。来年度も実施できるといいだろう。 

 

【（２）北部地区及び前平地区住民アンケート調査結果】 

千代田コンサルタントから報告資料２を説明 

 

＜主な意見＞ 

（小渡会長） 

 ・今後、高齢者等の交通弱者が増えていくことで公共交通を何らかの形で利用せざるを得ない

こととなると考えられるが、何か意見はあるか。 

（宮崎委員） 

 ・高齢者に関しては交通手段がないと病院や中心部へ訪れることができない。バス時間に合わ

せて移動することについてはしょうがないのではと考えている。 

（橘委員） 

 ・初めて公共交通会議に出席したが、このような取り組みをされているのだなと感じている。 

（小渡会長） 

 ・病院に通うことは本人の意思とは関係なく訪れる可能性があるかもしれない。 

 ・千代田コンサルタントから何かコメントはあるか。 

（千代田コンサルタント） 

 ・みーばす利用者は近年増加傾向にある。しかし、利用者は一部の人に限られているうえに、

自家用車利用者で時にはバスを利用しようという状況にも至っていない。市北部ではバス本

数が少ない中で便数を増やすことは困難なこともあり、少しでも利用者が使いやすいサービ

スを考えていくこと、または新たなサービスを導入するということを検討していくことにな

ると考えられる。しかし、デマンド交通を安易に取り入れるのは市民の抵抗感もあり配慮が

必要といえる。来年度以降の計画策定の中で委員の皆様と議論ができればと考えている。 

（中西委員） 

 ・北部地区は人口が減ってきているため、常に人口変化には留意しておく必要がある。 

（小渡会長） 

 ・北部地区は農業を営む人が多いため、日常的に中心市街地に移動する必要性がないと考えら

れる。元気に年を重ねるためには自分の居住区域とは違うところとの交流体験が必要なので

はないか。まずはスタートラインということでこれから考えていければと思っている。 

（宮崎委員） 

 ・現在、通勤通学のため北部地区から中心部へ向かう若い世代のバス利用者については後々中

心部に移り住んでしまうことが考えられる。そのため、北部地区の住民のバス利用率は増加

するが、人口は減少することになるだろう。 

（目時委員） 

 ・要望をみると切実な問題であるといえる。利用者と事業者の両面を見た上でこれらの要望に



どこまで応えることができるのか難しい課題であると実感している。 

（小渡会長） 

・お年寄り等の交通弱者の生き方をどうするかを考えていかなければならない。 

・移動と年の重ね方は生活の大きな要素であるため、これらを踏まえた上で政策に取り入れら

れればと考えている。 

 

【（３）地域公共交通網形成に係る基礎情報の整理結果】 

千代田コンサルタントから報告資料３を説明 

 

＜主な意見＞ 

（中西委員） 

 ・１０ページの観光入込客数の施設に「航空科学館」が含まれていないのはなぜか。「航空科学

館」には観光入込客数が多いため含めて頂きたい。 

（千代田コンサルタント） 

 ・承知した。 

（小渡会長） 

 ・三沢市の人口約４万人に対し約１万人弱が基地関係の人であるが、円安になったことで街に

出てくるようになったなど影響はあったのか。 

（中西委員） 

 ・外出禁止令が続いているためにそれほど影響は見られなかった。 

（小渡会長） 

 ・鉄道廃止代替バスには問題なく移行できたのか。 

（田中委員） 

 ・その通りである。利用者も定着してきている。 

（小渡会長） 

 ・三沢市に住民票はないが、三沢市に居住し通勤通学している人はいるのか。 

（山本課長） 

 ・三沢市に住民票は移していると考えられる。また、三沢市から六ヶ所村へ通勤する人は会社

で準備したバス等を主に利用していると考えられる。 

（小渡会長） 

 ・ラムサール条約の関係で三沢市に訪れる人は多いのか。 

（中西委員） 

 ・あまり目立った動きはない。 

 

４ 閉 会 

以上  

 
   


